























フェア 6 名、東日本大震災の被災者に対する栄養管理プロジェクト 8 名であった。
　以下に、学生ボランティアの体験記の一部を紹介する。
［学生ボランティアの活動概要］
料理教室
　参加した学生は皆、各自の役割をよく理解しており、実習の準備から片付けまで積極的に
引き受けてくれた。大変な作業が多いにもかかわらず、楽しんで参加してくれたことを何よ
りも嬉しく感じている。学生は、参加者への接遇や会話、調理補助などを通して、コミュニ
ケーション能力の向上を図っている。当事業は一般の方を対象としており、参加者は老若男
女さまざまである。食経験や調理技術もさまざまであるため、一人ひとりに合った対応で、
全員が気持ちよく実習に参加できるような配慮が求められる。
学生ボランティア体験
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初めてボランティアに参加した学生からは、「慣れない部分が多く、戸惑うこともありまし
たが、会話を楽しみながら参加できました。参加者のみなさまは、とても手際が良く自分も
普段から調理をしなければいけないと感じました。」といった感想が寄せられ、自ら課題を
発見することができているようだ。継続的に参加する学生は、回数を重ねるにつれ、参加者
との会話も弾み、自ら主体的に動くことができており、確実な成長が感じられる。また、各
教室で取り上げた食材や調理法へのコメントも多く寄せられており、座学で学んだ知識を、
調理現場でどのように生かすか、実践的な方法を身をもって体験できている。当事業への参
加は、学生にとってコミュニケーション能力の向上に加えて、食に関する知識の習得や調理
技術向上の上でも学びの場となっているようである。将来、管理栄養士として就職した際の
糧になることを願う。
その他イベント
　今年度は、中信ビジネスフェア2015や大学祭における栄養アセスメントの他、東山区地域
連携事業・高齢者の骨密度測定と栄養相談にも多くの学生が事業に参加してくれた。
　これらのイベントは、業務時間が長く、体力を要するものであるが、参加した学生は疲れ
た様子も見せず、皆精一杯取り組んでいる。各自、担当の業務に責任をもって取り組み、状
況に応じた臨機応変な対応もよくできている。どの学生も、最後まで笑顔で丁寧な応対がで
きており、来場者も大変喜んでおられた。
　学生からは、「貴重な体験ができてよかっ
た」、「将来の進路を考える上で大変参考に
なった」「自分の技術不足や弱点や長所に気
づくことができてよかった」等の感想が寄せ
られており、将来進む道に悩んでいる学生の
道しるべの役割も果たせているようで嬉しく
思う。今後も、学生の実践教育の場としての
可能性を広げていきたい。
 （原　稚紗）
料理教室で参加者のサポートをする様子
大学祭の栄養アセスメントの様子
